
 

           

 

新型コロナワクチン接種について 

 
１ 接種の状況と今後の予定 

 
 

（１）最新の接種回数と接種率（R3.6.6現在 VRS上） 

65歳以上人口 

（R2.1.1時点） 
1回目接種回数 1回目接種率 2回目接種回数 2回目接種率 

110,969人 46,976回 42.3％ 11,602回 10.5％ 

 
（参考）国、県の接種状況（R3.5.30時点 VRS上） 

 1回目接種率 2回目接種率 

国 13.14％ 0.91％ 

県 26.82％ 3.96％ 

市 33.05％ 2.83％ 
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（２）高齢者向け集団接種の予約の空き状況（R3.6.6 午後 6：00時点） 

集団接種会場名 6/12（土） 6/13（日） 6/19（土） 6/20（日） 

イオンモール和歌山会場 

（各日 240人） 
空きなし 空きなし 118人 190人 

北コミュニティセンター会場 

（各日 360人） 
54人 119人 291人 331人 

南保健センター会場 

（各日 240人） 
40人 102人 201人 231人 

 

（３）高齢者施設等従事者（入所系）の接種状況 （R3.6.6現在 V-SYS上） 

高齢者施設等従事者 

（入所系） 
1回目接種回数 1回目接種率 2回目接種回数 2回目接種率 

5,205人 2,865回 55.0％ 327回 6.3％ 

 

（４） 一般接種（基礎疾患を有する方）の接種券の優先発送の状況 

 ５月２８日から受け付けている基礎疾患を有する方の接種券の優先発送について、以下のとおり

第１陣を発送します。 

 

発 送 日 ６月８日（火）約５，０００通 

優先予約開始日 順次 

接 種 開 始 日 順次 

 

（５） 接種の加速化のため、団体接種を進めます 

  下記団体に所属する保育所、認定こども園、幼稚園等への団体接種の調整を進めています。 

団体種別 対象者数 接種時期 

和歌山市民間保育協会 約１，０００人 調整中 

和歌山市私立幼稚園協会 約２８０人 ６月２６日から 

和歌山県認定こども園協会 約５００人 調整中 

 

２ リスクの大きな方など、希望するすべての方への接種のために 

（１）本市の新型コロナウイルス感染症におけるリスク 
 本市のこれまでの感染状況からみても、高齢者や基礎疾患を有する方の感染リスクは大きい

結果となっています。高齢者向けの集団接種には空きがあります。また基礎疾患の方については、

２万３，０００人想定している中、現時点での申込数は約８，０００人にとどまっています。接

種には大きなメリットがあるので、ぜひ接種を検討してください。 

 

基礎疾患を
有する

100％
23人

90代
30％（7人）

80代
57％（13人）

70代
9％（2人）

60代
4％（1人）

≪本市でこれまでに亡くなられた方 23人≫ ≪本市でこれまでに重症になった方 41人≫

基礎疾患を
有する

80％
33人

その他
8人



 

（２）在宅で寝たきりの方の接種 

 在宅で寝たきり等により、接種に出向くことが困難な高齢者約３，８００名について、     

ケアマネージャーや和歌山市民生委員・児童委員協議会の協力のもと、接種機会を確保します。 

 

（３）リスクの大きな方への接種検討の呼びかけ 

   ホームページやテレビ・ラジオをはじめ、防災行政無線なども活用した啓発を行うとともに、

介護サービスをご利用の方はケアマネージャー等を通じて接種検討の呼びかけを行います。 

   また、基礎疾患をお持ちの方へはかかりつけの病院・診療所を通じての呼びかけも行ってい

きます。 

    


